
 

＜添付資料＞ 
 

 

〔第Ⅳ章 関係〕 

１．河川防災ステーション候補地案および重要水防箇所・支川流量図 

 

〔第Ⅴ章 関係〕 

１．武庫川の健康診断図（案） 

２．武庫川診断図―WG 総括図（案） 

「すぐれた自然環境が残された地域」「環境面で課題があると考えられる地域」の表 

３．武庫川流域森林図 

４．武庫川流域保安林図 

 

〔第Ⅶ章 関係〕 

１．主要な歴史･文化的環境(文化景観) 

２．武庫川「川まち交流拠点」整備イメージ図 
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Ａ★河川防災ステーション（センター）候補地

第Ⅳ章 3(4) 添付資料 河川防災ステーション候補地案および重要水防箇所・支川流量図 
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（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 2 -

〔Ⅴ.１. 関係〕 

1．武庫川の健康診断図（案）   (1) 川づくりアトラス 武庫川の健康診断図（案） 

 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 3 -

(2) ひんやりした水を好む生きものたち 

 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 4 -

(3) ゆるやかな流れにすむ生きものたち 

 
 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 5 -

(4) 川と海を往き来する生きものたち 

 
 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 6 -

(5) きたない水にも平気な生きものたち 

 
 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 7 -

(6) 数が少なくなってきた生きものたち 

 
 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 8 -

(7) よその場所からやってきた生きものたち 

 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 9 -

(8) 水の中の生きものは、どこに多い？ 

 



（「平成 15年度 武庫川ひょうごの川自然環境調査」（平成 16年 3月）の調査結果をもとに作成） - 10 -

(9) 河原に広がる草や木 
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2．武庫川診断図－環境 WG 総括図 

 
 
 

２．環境面で課題があると考えられる地域
区間 記号 場所
本川 １ 三田市市街地～新三田
本川 ２ 生野橋～上流浄化センター
本川 ３ 生瀬より下流
本川 ４ 仁川合流点付近
本川 ５ 下流域の床止工
本川 ６ 潮止堰
本川 ７ 潮止堰下流
支川 ８ 相野川
支川 ９ 有馬川
支川 １０羽束川発電所

１．優れた自然環境が残された地域
区間 記号 場所
本川 Ａ 篠山市大沢新地区(田松川)

本川 Ｂ
篠山市南矢代～
　三田市東本庄付近

本川 Ｃ 塩田～道場
本川 Ｄ 武庫川峡谷
本川 Ｅ 仁川合流点付近
本川 Ｆ 甲武橋～武庫大橋(左岸)
支川 Ｇ 天神川上流

支川 Ｈ
青野川渓谷
（青野川・青野西谷川）

支川 Ｉ 黒川上流
支川 Ｊ 青野川 青野ダム下
支川 Ｋ 大池川　福島大池下
支川 Ｌ 羽束川上流(篭坊)
支川 Ｍ 羽束川渓谷
支川 Ｎ 佐曽利川
支川 Ｏ 有馬川中流
支川 Ｐ 有馬川上流(六甲川･滝川)
支川 Ｑ 有野川上流
支川 Ｒ 船坂川白水峡
支川 Ｓ 船坂川
支川 Ｔ 名塩川
支川 Ｕ 太多田川蓬莱峡

支川 Ｖ
逆瀬川上流、
　白瀬川、支多々川

支川 Ｗ 大堀川(国分橋上流)
支川 Ｘ 仁川峡谷 広河原
支川 Ｙ 仁川

全体
場所の特定なし。
水面に緑陰を作る樹木群を
　全て対象とする。
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１
．
優
れ
た
自
然
環
境
が
残
さ
れ
た
地
域
（
１
／
３
）

区
間
記
号

場
所

対
象
と
な
る
河
川
環
境

対
象
地
の
説
明

対
象
地
に
対
す
る
推
薦
の
根
拠

意
見
や
対
象
と
な
る
河
川
環
境
に
対
す
る
説
明

本
川
Ａ
篠
山
市
大
沢
新
地
区

　
田
松
川

・
谷
中
分
水
界

・
武
庫
川
と
加
古
川
の
支
流
と
の
間
で
約
２
万
年
前
に

　
起
こ
っ
た
河
川
争
奪
1
)
の
結
果
。

・
明
治
時
代
、
流
路
勾
配
の
無
い
地
形
を
利
用
し
て
、

　
地
域
の
河
川
を
掘
削
し
て
運
河
を
作
り
舟
運
に
供
し

　
た
と
い
う
。

・
舟
運
地
域
文
化
の
な
ご
り
を
残
す
（
水
質
の
汚
染
は

　
進
ん
で
い
る
）
。

・
地
形
*
1

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
（
地
形
）

・
河
川
形
成
学
的
価
値
、
お
よ
び
郷
土
史
・
景
勝
地
の
保

　
存
の
観
点
か
ら
提
案
。

・
旧
舟
運
地
点
の
地
形
的
、
郷
土
史
的
価
値
は
、
案
内
板

　
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
公
表
す
る
。

・
旧
舟
運
の
あ
っ
た
場
所
は
１
個
所
の
み

本
川
Ｂ
篠
山
市
南
矢
代
～

　
三
田
市
東
本
庄
付
近
・
緩
や
か
な
流
れ
と
蛇
行

・
泥
質
河
床
上
の
緩
や
か
な
流
れ
に
暮
ら
す
生
き
も
の

　
。
土
手
を
含
む
田
園
河
川
の
景
観
。

・
湛
水
域
に
適
し
た
タ
ナ
ゴ
類
と
、
そ
の
産
卵
基
質
と

　
な
る
二
枚
貝
類
が
生
息
。
2
0
03
年
に
県
下
で
初
め
て

　
発
見
さ
れ
た
植
物
も
み
ら
れ
る
。
水
辺
に
は
オ
ギ
、

　
マ
コ
モ
、
ツ
ル
ヨ
シ
等
の
群
落
の
景
観
が
広
が
る
。

・
自
然
の
ま
ま
の
川
の
姿
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
特
に

　
草
野
大
橋
か
ら
上
流
は
生
態
系
も
豊
か
。

・
堤
防
や
高
水
敷
の
オ
ギ
、
ス
ス
キ
の
群
落
は
晩
秋
（

　
1
1
月
頃
）
銀
色
に
輝
く
。
穂
波
は
絶
景
。

・
河
口
域
の
よ
う
な
緩
や
か
な
流
れ
は
、
武
庫
川
の
特

　
性
と
も
言
え
る
。
中
小
の
盆
地
か
ら
盆
地
へ
蛇
行
し

　
な
が
ら
三
田
市
街
地
を
経
て
武
田
尾
渓
谷
へ
到
達
す

　
る
。
一
部
を
除
い
て
は
構
造
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

　
ロ
ッ
ク
）
を
使
用
し
な
い
自
然
の
土
堤
で
、
オ
ギ
の

　
群
生
す
る
堤
防
が
続
く
。

・
健
康
診
断
図

・
現
地
調
査

・
自
然
と
生
活
*
1

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
（
植
物
群
落
）

・
三
田
Ｒ
Ｄ
Ｂ

・
田
園
的
環
境
の
生
活
・
生
物
の
共
存
性
の
保
護
・
保
全

・
H
8
の
水
害
で
右
岸
中
谷
川
上
流
か
ら
土
砂
が
流
入
し
、

　
治
水
上
問
題
を
残
し
て
い
る
。

・
晩
秋
に
は
延
々
と
続
く
銀
色
に
輝
く
オ
ギ
、
カ
ヤ
の
穂

　
波
は
上
流
武
庫
川
の
景
観
と
し
て
取
り
上
げ
る
価
値
が

　
あ
る
と
思
う
。

・
泥
質
河
床
が
豊
か
な
生
物
群
集
を
育
み
，
逆
に
生
態
系

　
の
物
質
循
環
が
ヘ
ド
ロ
化
を
防
止
し
て
い
る
。

・
自
然
環
境
･
景
観
と
も
に
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
こ
の

　
ま
ま
の
保
全
に
努
力
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

本
川
Ｃ
塩
田
～
道
場

・
オ
ギ
原
、
河
原

・
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
が
生
息
す
る
広
い
オ
ギ
原
、
ツ
ル
ヨ

　
シ
群
落

・
健
康
診
断
図

・
オ
ギ
を
食
草
と
す
る
チ
ョ
ウ
類
の
生
態
が
解
明
さ
れ
た

　
場
所

本
川
Ｄ
武
庫
川
峡
谷

・
先
行
河
川
、
貫
入
蛇
行

・
市
街
地
か
ら
近
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
貴
重

　
な
存
在
。

・
渓
谷
美

・
地
形
的
価
値

・
希
少
な
生
物
を
含
む
多
様
な
種
が
生
育
・
生
息

・
景
観
美
、
渓
谷
美
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

・
岩
上
植
物
群
落
、
植
物
の
多
様
性

・
健
康
診
断
図

・
現
地
体
験

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ

　
（
植
物
群
落
，
地
形
，
地
質
）

・
宝
塚
生
態
系
Ｒ
Ｄ
Ｂ

・
生
態
系
・
景
観
・
地
形
等
の
点
か
ら
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
残

　
し
た
い
。

・
渓
谷
に
生
息
す
る
生
物
の
保
護
・
保
全
。

・
自
然
環
境
・
景
観
と
も
に
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
こ
の

　
ま
ま
の
保
全
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

・
峡
谷
側
歩
道
の
危
険
箇
所
に
は
、
柵
を
設
け
る
等
最
少

　
面
で
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
程
度
で
充
分
。

・
（
生
態
的
）
景
観
の
保
全
*
4

・
こ
の
偉
大
な
環
境
価
値
あ
る
地
域
の
保
護
・
保
全
を
主

　
張
す
る
根
拠
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

　
ダ
の
多
面
性
・
数
の
多
さ
か
ら
見
た
切
り
口
か
ら
の
主

　
張
は
一
つ
も
根
拠
と
み
な
せ
る
。

　
環
境
問
題
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
*
5

本
川
Ｅ
仁
川
合
流
点
付
近

・
レ
キ
河
原

・
堆
積
地
（
洲
）
に
野
鳥
。
休
息
地
。

・
カ
ワ
ラ
と
名
の
つ
く
生
き
も
の
や
、
チ
ド
リ
類
の
営

　
巣
す
る
環
境

・
堤
防
高
水
敷
の
松
並
木

・
健
康
診
断
図

・
宝
塚
生
態
系
Ｒ
Ｄ
Ｂ

・
「
武
庫
川
の
鳥
類
，

　
　
上
流
域
の
特
徴
」
*
2

・
保
全
と
共
に
、
レ
キ
河
原
の
再
生
に
向
け
て
の
取
り
組

　
み
が
必
要
。

・
樹
林
の
養
生
必
要

本
川
Ｆ
甲
武
橋
～

　
武
庫
大
橋
（
左
岸
）
・
伏
流
水
を
利
用
し
た
農

　
業
用
水
路

・
木
々
に
囲
ま
れ
た
都
市
域
の
水
路

・
水
量
が
豊
富
で
ひ
ん
や
り
し
た
水
が
流
れ
て
い
る
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１
．
優
れ
た
自
然
環
境
が
残
さ
れ
た
地
域
（
２
／
３
）

区
間
記
号

場
所

対
象
と
な
る
河
川
環
境

対
象
地
の
説
明

対
象
地
に
対
す
る
推
薦
の
根
拠

意
見
や
対
象
と
な
る
河
川
環
境
に
対
す
る
説
明

支
川
Ｇ
天
神
川
上
流

・
河
畔
林

・
水
域
か
ら
森
林
へ
の
連
続
性

支
川
Ｈ
青
野
川
渓
谷

（
青
野
川
・

　
青
野
西
谷
川
）

・
渓
谷
美

・
河
畔
林
（
青
野
西
谷
川

　
を
含
む
）

・
多
く
の
種
類
の
淡
水
魚
が
生
息
。
水
質
良
。

・
山
間
部
の
渓
谷
と
し
て
川
遊
び
に
適
し
て
い

　
る
。
河
畔
林
も
変
化
が
あ
る
。
（
素
通
り
す
る
事
が

　
多
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
適
し
て
い
る
。
）

・
健
康
診
断
図

・
三
田
Ｒ
Ｄ
Ｂ

・
山
地
景
観
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。

・
水
温
の
上
昇
を
防
ぎ
，
魚
類
等
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

　
の
機
能

・
清
流
の
保
護
・
保
全

・
河
畔
林
の
景
観
と
そ
の
生
物
保
護
機
能

支
川
Ｉ
黒
川
上
流

・
河
畔
林

・
水
域
か
ら
森
林
へ
の
連
続
性

支
川
Ｊ
青
野
川
　
青
野
ダ
ム
下
・
渓
谷
美

・
河
畔
林

・
多
く
の
種
類
の
淡
水
魚
が
生
息
。

・
山
地
景
観
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。

・
水
温
の
上
昇
を
防
ぎ
，
魚
類
等
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

　
の
機
能

・
河
畔
林
の
保
護
・
保
全

・
河
畔
林
の
景
観
と
そ
の
生
物
保
護
機
能

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

支
川
Ｋ
大
池
川
　
福
島
大
池
下
・
流
れ
が
緩
く
森
林
美

・
河
畔
林
、
未
整
備
農
地

・
生
物
の
種
類
は
多
い
。

・
明
る
い
二
次
林
や
湿
性
林
に
特
徴
的
な
希
少
な
チ
ョ

　
ウ
類
も
生
息
。

・
河
畔
林
の
保
護
・
保
全

・
河
畔
林
の
景
観
と
そ
の
生
物
保
護
機
能

・
山
地
景
観
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。

・
水
温
の
上
昇
を
防
ぎ
，
魚
類
等
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

　
の
機
能

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

支
川
Ｌ
羽
束
川
上
流

（
篭
坊
）

・
上
流
部

・
ひ
ん
や
り
と
し
た
流
れ

・
ひ
ん
や
り
と
し
た
流
れ
に
暮
ら
す
生
き
も
の
が
多
数

　
生
息
す
る
生
態
系

・
冷
水
を
好
む
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

　
オ
が
大
阪
府
天
王
ま
で
生
息

・
健
康
診
断
図

・
ひ
ん
や
り
と
し
た
流
れ
と
そ
の
生
息
生
物
の
保
護
・

　
保
全

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

支
川
Ｍ
羽
束
川
渓
谷

・
渓
谷
美
、
冷
水
域

・
河
畔
林

・
冷
水
に
適
し
た
生
物
の
生
態
系
、
淡
水
魚
種
多

　
（
冷
水
域
）

・
三
田
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
付
近
よ
り
上
流
は
清
流
で

　
カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
も
多
く
、
特
に
夏
は
親
水
活
動
に

　
最
適
。

・
遊
漁
客
以
外
の
客
を
進
入
禁
止
に
し
て
い
る
の
が
問

　
題

・
健
康
診
断
図

・
現
地
体
験

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
（
自
然
景
観
）

・
漁
協
が
立
入
禁
止
に
し
て
い
る
区
間
が
あ
り
狭
い
の
が

　
問
題

・
山
地
景
観
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。

・
水
温
の
上
昇
を
防
ぎ
，
魚
類
等
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

　
の
機
能

・
清
流
の
保
護
・
保
全

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

支
川
Ｎ
佐
曽
利
川

・
緩
や
か
な
流
れ

・
緩
や
か
な
流
れ
に
棲
む
水
生
動
物
が
豊
か

・
宝
塚
生
態
系
Ｒ
Ｄ
Ｂ

支
川
Ｏ
有
馬
川
中
流

・
土
手
・
田
園
風
景
等
の

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
河
川
の
保

　
全

・
や
や
緩
や
か
な
河
流
が

　
作
り
出
す
平
和
な
田
園

　
景
観

・
水
質
悪
化
、
淡
水
魚
種
も
少
な
い

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
が
生
息

・
段
丘
を
伴
う
や
や
緩
や
か
で
直
線
的
な
河
道
に
特
有
の

　
景
観

・
散
策
と
水
辺
*
8

・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
*
9

・
二
次
的
自
然
の
重
要
性
*
4

支
川
Ｐ
有
馬
川
上
流

　
（
六
甲
川
・
滝
川
）
・
渓
谷
美

・
河
畔
林

・
有
馬
温
泉
と
マ
ッ
チ
し
た
河
畔
林
景
観
と
そ
の
生
物

　
保
護
機
能

・
市
街
地
に
入
る
と
水
質
悪
化
が
目
立
ち
淡
水
魚
種
も

　
少
な
く
な
る
。

・
急
流
域
に
お
け
る
河
畔
林
の
保
護
・
保
全

・
山
地
景
観
，
遊
歩
道
，
河
畔
林
，
渓
流
が
お
り
な
す
景

　
観
と
河
畔
林
の
生
物
保
護
機
能

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

支
川
Ｑ
有
野
川
上
流

・
森
林
美
、
渓
谷
美

・
田
園
景
観
を
抜
け
て
渓
谷
沿
い
に
六
甲
山
へ
至
る
、

　
景
観
の
変
化
を
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。

・
六
甲
山
の
渓
谷
を
特
徴
づ
け
る
植
物
や
、
渓
流
性
の

　
動
物
類
が
生
息
。

・
現
地
体
験

・
急
流
域
に
お
け
る
河
畔
林
の
保
護
・
保
全

・
緑
の
少
な
い
住
宅
団
地
の
修
景
と
生
物
保
護
機
能
・
丘

　
陵
地
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
挟
ま
れ
て
蛇
行
す
る
有
野
川

　
と
そ
の
周
辺
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
自
然
景
観
は
貴
重

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7
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１
．
優
れ
た
自
然
環
境
が
残
さ
れ
た
地
域
（３
／
３
）

区
間
記
号

場
所

対
象
と
な
る
河
川
環
境

対
象
地
の
説
明

対
象
地
に
対
す
る
推
薦
の
根
拠

意
見
や
対
象
と
な
る
河
川
環
境
に
対
す
る
説
明

支
川
Ｒ
船
坂
川
白
水
峡

・
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
形
2
)
・
断
層
沿
い
に
で
き
た
崖
。

・
浸
食
作
用
が
激
し
く
、
花
崗
岩
の
白
い
裸
地
が
特
異

　
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ

　
（
地
形
，
地
質
）

支
川
Ｓ
船
坂
川

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
の
生
息

　
環
境

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
が
生
息

・
人
博
レ
ポ
ー
ト

・
「
み
や
ま
あ
か
ね
 
と

　
 
す
て
き
な
 
な
か
ま
た
ち
」
*
3
・
砂
州
の
あ
る
や
や
緩
や
か
な
河
流
が
作
り
出
す
生
態
系

支
川
Ｔ
名
塩
川

・
河
畔
林

・
蛇
行

・
西
宮
名
塩
駅
か
ら
下
流
の
河
畔
林

・
名
塩
集
落
内
の
蛇
行

支
川
Ｕ
太
多
田
川
蓬
莱
峡

・
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
形
2
)
・
断
層
沿
い
に
で
き
た
崖
。

・
浸
食
作
用
が
激
し
く
、
花
崗
岩
の
白
い
裸
地
が
特
異

　
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

・
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ

　
（
地
形
，
地
質
）

支
川
Ｖ
逆
瀬
川
上
流
、

　
白
瀬
川
、
支
多
々
川
・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
の
生
息

　
環
境

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
が
非
常
に
多
い
特
異
な
地
域
。
ま
た

　
ホ
タ
ル
も
自
然
の
状
態
で
観
察
で
き
る
。
市
街
地
と

　
一
体
と
な
っ
た
生
態
系
が
楽
し
め
る
場
所
。
小
学
生

　
の
自
然
観
察
も
盛
ん
。

・
健
康
診
断
図

・
現
地
調
査

・
人
博
レ
ポ
ー
ト

・
「
み
や
ま
あ
か
ね
 
と

　
 
す
て
き
な
 
な
か
ま
た
ち
」
*
3

・
展
示
会

・
砂
州
の
あ
る
や
や
緩
や
か
な
河
流
が
作
り
出
す
生
態
系

・
花
崗
岩
山
地
か
ら
流
出
す
る
マ
サ
と
河
川
地
形
の
組
み

　
合
わ
せ
が
六
甲
山
系
の
他
の
水
系
と
は
違
っ
た
生
態
系

　
を
作
り
出
し
て
い
る
。

支
川
Ｗ
大
堀
川

　
（
国
分
橋
上
流
）

・
河
畔
林

・
都
市
に
残
さ
れ
た
河
畔
林
の
名
残

・
宿
場
町
と
森
林
景
観
の
融
合

支
川
Ｘ
仁
川
峡
谷
　
広
河
原

・
堰
堤
上
流
側
に
で
き
た

　
細
流
を
伴
っ
た
広
い
河

　
原

・
市
街
地
直
近
の
渓
谷
(
広
河
原
下
流
）

・
広
い
草
原
と
渓
流

支
川
Ｙ
仁
川

・
渓
谷
美

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
の
生
息

　
環
境

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
が
生
息

・
人
博
レ
ポ
ー
ト

・
「
み
や
ま
あ
か
ね
 
と

　
 
す
て
き
な
 
な
か
ま
た
ち
」
*
3

・
砂
州
の
あ
る
や
や
緩
や
か
な
河
流
が
作
り
出
す
生
態
系

・
花
崗
岩
山
地
か
ら
流
出
す
る
マ
サ
と
河
川
地
形
の
組
合

　
せ
が
六
甲
山
系
の
他
の
水
系
と
は
違
っ
た
生
態
系
を
作

　
り
出
し
て
い
る
。

全
体

場
所
の
特
定
な
し
。

水
面
に
緑
陰
を
作
る

　
樹
木
群
を
全
て
対
象

　
と
す
る
。

・
水
面
に
緑
陰
を
作
る
樹

　
木
群

・
河
床
か
ら
渓
畔
林
、
河

　
畔
林
へ
と
続
く
景
観

・
水
温
の
上
昇
を
抑
え
た
り
、
警
戒
心
の
強
い
魚
類
の

　
隠
れ
家
を
提
供
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
担

　
う
。

・
土
地
利
用
の
高
度
化
が
全
般
的
に
進
ん
で
い
る
武
庫
川

　
流
域
に
お
い
て
は
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
自
然
と
し
て

　
河
畔
林
の
景
観
と
生
物
保
護
機
能
は
重
要
で
あ
る
。

・
水
辺
の
林
*
6

・
渓
畔
林
*
7

貴
重
種
選
定
文
献
：
兵
庫
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
　
　
：
改
訂
･
兵
庫
の
貴
重
な
自
然
－
兵
庫
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
 
2
0
0
3
－
（
平
成
1
5
年
3
月
 
兵
庫
県
県
民
生
活
部
自
然
環
境
保
全
課
）

三
田
Ｒ
Ｄ
Ｂ
　
　
　
：
未
来
に
伝
え
た
い
三
田
の
自
然
－
生
態
系
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
－
（
2
0
0
5
年
8
月
　
三
田
市
）

宝
塚
生
態
系
Ｒ
Ｄ
Ｂ
：
宝
塚
市
生
態
系
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
平
成
1
2
年
3
月
 
宝
塚
市
）

注
１
）
河
川
争
奪
：
河
川
の
流
域
の
あ
る
一
部
分
を
別
の
河
川
が
奪
う
（
自
ら
の
流
域
に
組
み
入
れ
る
）
地
理
的
現
象
の
こ
と
。
特
に
珍
し
い
現
象
で
は
な
く
、
世
界
各
地
に
そ
の
痕
跡
地
形
（
河
川
争
奪

　
　
　
　
　
地
形
）
が
見
ら
れ
る
。

注
２
）
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
形
：
1
0
0
万
年
に
わ
た
っ
て
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
断
層
運
動
に
と
も
な
う
圧
砕
作
用
が
、
そ
の
後
の
著
し
い
風
化
・
侵
食
作
用
を
招
い
た
。
草
木
を
よ
せ
つ
け
ず
に
地
肌
が
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
出
し
に
な
っ
た
こ
の
よ
う
な
地
形
を
、
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
呼
ぶ
。
風
化
は
、
花
崗
岩
の
節
理
や
圧
砕
さ
れ
た
と
き
の
割
れ
目
か
ら
進
む
が
、
そ
の
割
れ
目
の
間
が
、
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塔
と
し
て
残
る
。
岩
壁
の
表
面
に
は
、
雨
水
に
よ
っ
て
Ｖ
字
に
彫
り
込
ま
れ
た
溝
、
ガ
リ
ー
が
縦
に
無
数
に
走
っ
て
い
る
。
割
れ
目
の
岩
石
や
崩
れ
落
ち
た
岩
石
の
表
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
観
察
す
る
と
、
同
じ
方
向
に
線
が
入
り
、
面
が
磨
か
れ
た
よ
う
に
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
は
岩
石
が
す
べ
り
動
い
た
と
き
に
で
き
る
鏡
面
で
あ
る
。

参
考
文
献
　
*
1
：
「
生
き
て
い
る
武
庫
川
（
改
訂
版
)
」
（
N
P
O
野
生
生
物
を
調
査
研
究
す
る
会
，
2
0
0
3
）

*
2
：
「
武
庫
川
の
鳥
類
，
上
流
域
の
特
徴
」
（
江
崎
・
斎
藤
，
2
0
0
4
）

*
3
：
「
み
や
ま
あ
か
ね
 
と
 
す
て
き
な
 
な
か
ま
た
ち
」
（
八
木
他
，
2
0
0
6
）

*
4
：
「
保
全
生
態
学
入
門
」
（
鷲
谷
い
づ
み
・
矢
原
徹
一
）

*
5
：
「
水
資
源
と
環
境
問
題
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
は
」
（
萩
原
清
子
，
2
0
0
3
）
水
文
・
水
資
源
学
会
誌
1
6
-
6

*
6
：
「
水
辺
の
環
境
学
」
（
桜
井
善
雄
，
1
9
9
1
）

*
7
：
「
水
辺
環
境
の
保
全
」
（
江
崎
保
男
・
田
中
哲
夫
,
2
0
0
2
）

*
8
：
「
水
辺
空
間
の
魅
力
と
創
造
」
（
松
浦
茂
樹
・
島
谷
幸
宏
,
1
9
8
7
）

*
9
：
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
計
画
ノ
ー
ト
」
（
横
内
憲
久
他
,
1
9
9
6
）
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２
．
環
境
面
で
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
域
（
1
/
2
）

区
間
記
号

場
所

場
所
の
説
明

取
り
組
み
た
い
こ
と
が
ら

場
所
に
対
す
る

根
拠

具
体
的
な
対
策
や
提
案
な
ど

本
川

１
三
田
市
市
街
地

　
～
新
三
田

・
河
川
工
事
等
に
よ
っ
て
単
調
化
さ
れ

　
た
場
所

・
蛇
行
や
洲
の
再
生
と
と
も
に
、
水
生

　
生
物
の
生
息
環
境
を
再
生
し
、
あ
わ

　
せ
て
市
民
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え
る
。
・
健
康
診
断
図

・
自
然
工
法
を
と
り
い
れ
た
い
。

・
内
陸
河
川
の
水
辺
は
「
水
辺
の
計
画
と
設
計
」
*
1
、
複
断
面
二
重
蛇
行
水
路
の
流
れ
は

　
「
河
川
計
画
論
」
*
2
な
ど
か
ら
、
技
術
的
に
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

・
瀬
と
淵
*
3

・
環
境
護
岸
*
1

・
多
自
然
型
河
川
*
4

本
川

２
生
野
橋
～
上
流

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
搬
出
用

　
道
路
が
河
道
内
に
あ
る
と
こ
ろ

・
河
道
内
道
路
の
舗
装
の
撤
去
、
河
岸

　
の
自
然
化

・
上
流
浄
化
セ

　
ン
タ
ー
の
汚

　
泥
搬
出
用
道

　
路

本
川

３
生
瀬
よ
り
下
流

・
干
ば
つ
時
魚
類
の
生
息
環
境
悪
化
、

　
遡
上
阻
害

・
流
量
の
回
復

・
実
地
見
聞

・
健
康
診
断
図

＜
河
道
で
の
取
り
組
み
＞

・
河
道
の
堆
積
土
砂
の
浚
渫

・
取
水
や
伏
流
に
よ
っ
て
基
底
流
量
が
減
っ
て
い
る
の
で
，
生
物
の
移
動
に
必
要
な
水
深

　
を
確
保
す
る
。

＜
流
域
で
の
取
り
組
み
＞

・
流
域
の
森
林
保
全
・
雨
水
の
武
庫
川
へ
の
環
流
及
び
武
庫
川
下
流
浄
水
場
か
ら
処
理
済

　
み
の
水
を
武
庫
川
へ
戻
す
。

・
支
流
か
ら
の
水
供
給
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
下
水
処
理
水
の
活
用
*
5

本
川

４
仁
川
合
流
点

　
付
近

・
上
流
の
礫
原
は
土
砂
流
出
の
減
少
で

　
草
地
化
し
て
い
る
。
下
流
の
礫
原
は

　
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
，

　
礫
原
生
物
の
た
め
に
残
せ
る
唯
一
の

　
場
所
で
あ
る
。

・
礫
河
原
の
再
生
（
高
水
敷
の
改
修
時

　
注
意
）

・
礫
河
原
を
再
生
し
、
野
鳥
の
休
息
地

　
を
更
に
増
強
す
る
。

・
健
康
診
断
図
・
上
流
か
ら
の
土
砂
輸
送
と
洪
水
対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
推
進
。

・
仁
川
の
土
砂
生
産
の
記
録
と
予
想
が
必
要
。

・
土
砂
問
題
に
支
障
が
な
け
れ
ば
礫
原
は
推
進
で
き
る
。
水
系
に
お
け
る
物
質
循
環
*
6

本
川

５
下
流
域
の
床
止
工

・
２
号
床
止
工
：
魚
の
遡
上
に
影
響
を

　
与
え
て
い
る
可
能
性
が
調
査
に
よ
り

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
他
の
床
止
工
：
生
物
の
回
遊
・
移
動

　
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で

　
は
、
と
の
意
見
が
で
て
い
る
。

・
回
遊
性
の
生
き
も
の
が
、
川
と
海
と

　
を
往
き
来
し
や
す
い
川
づ
く
り

・
健
康
診
断
図

・
実
地
見
聞

＜
２
号
床
止
工
＞

・
エ
プ
ロ
ン
部
分
の
水
深
確
保

・
水
叩
き
部
分
の
水
深
確
保
に
向
け
た
適
切
な
設
計

＜
そ
の
他
の
床
止
工
＞

・
河
川
横
断
構
造
物
が
水
生
動
物
の
往
来
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
の
う
え
、
必
要
に
応
じ

　
て
、
床
固
め
工
を
魚
が
遡
上
し
や
す
い
よ
う
に
改
修
す
る
。

・
魚
の
生
息
環
境
か
ら
ど
の
程
度
の
水
深
が
必
要
か
、
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
が
必
要
。

・
魚
類
生
息
環
境
の
水
理
*
7

・
河
川
横
断
構
造
物
*
4

・
「
河
川
砂
防
技
術
基
準
」
*
8

・
「
魚
道
の
設
計
」
*
9

本
川

６
潮
止
堰

・
河
口
部
に
設
け
ら
れ
た
潮
止
堰

（
別
途
、
資
料
3
-
2
に
詳
細
を
検
討
）

・
健
康
診
断
図

・
実
地
見
聞

・
環
境
W
G
会
議

・
淡
水
環
境
を
維
持
す
る
の
か
，
汽
水
環
境
を
復
元
す
る
の
か
の
環
境
政
策
を
確
立
。

・
河
床
掘
削
深
が
大
き
い
の
で
，
河
川
環
境
を
従
来
通
り
に
保
つ
こ
と
は
困
難
な
面
が
あ

　
る
。
し
か
し
環
境
改
善
の
可
能
性
も
あ
る
。

・
塩
害
を
防
止
し
，
洪
水
疎
通
能
力
を
確
保
す
る
潮
止
め
堰
ま
た
は
代
替
施
設
を
検
討
。

・
周
辺
の
状
況
を
よ
く
調
査
の
上
で
、
常
時
転
倒
使
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

・
堰
の
存
続
、
改
築
、
撤
去
に
つ
き
、
多
面
的
な
検
討
が
必
要

本
川

７
潮
止
堰
下
流

・
河
口
部

・
干
潟
の
再
生

・
干
潟
再
生
に
よ
っ
て
親
水
空
間
を
つ

　
く
る

・
環
境
Ｗ
Ｓ
で

　
の
専
門
家
の

　
意
見

・
県
干
潟
再
生

　
実
験
資
料

・
健
康
診
断
図

・
埋
立
地
で
の
自
然
再
生
の
検
討
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２
．
環
境
面
で
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
域

区
間
記
号

場
所

場
所
の
説
明

取
り
組
み
た
い
こ
と
が
ら

場
所
に
対
す
る

根
拠

具
体
的
な
対
策
や
提
案
な
ど

支
川

８
相
野
川

・
三
面
張
り
直
線
化
さ
れ
た
河
川

・
か
つ
て
タ
ナ
ゴ
類
の
大
産
卵
地
だ
っ

　
た
と
こ
ろ

・
川
底
を
土
に
し
て
生
き
物
を
増
や
し

　
て
水
質
を
浄
化
す
る
。

・
健
康
診
断
図
・
三
面
張
り
の
改
善
。
底
抜
き
の
影
響
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
。

支
川

９
有
馬
川

・
落
差
工
が
連
続
し
、
魚
類
の
移
動
に

　
支
障
が
あ
る
と
こ
ろ
。

・
魚
類
の
移
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

　
施
設
の
設
置
。

・
健
康
診
断
図

支
川
１
０
羽
束
川
発
電
所

・
発
電
用
取
水
の
た
め
5
km
に
わ
た
っ

　
て
無
流
量
状
態
に
な
る
。

・
希
少
な
生
物
の
移
動
に
影
響
し
て
い

　
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
流
量
の
回
復

・
流
量
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
る
河
川

　
区
間
の
解
消
が
必
要

・
実
地
見
聞

・
流
量
回
復
に
向
け
て
、
所
有
者
と
協
議
を
行
う
。
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〔Ⅴ.２. 関係〕 

３． 武庫川流域森林図 

 
 



 - 18 -

４． 武庫川流域保安林図 
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第Ⅶ章 3(1)の 4) 添付資料 

＜主要な歴史･文化的環境(文化景観)＞ ＜武庫川カルテ記載ブロック＞ 

国境の松と石碑 No.32ブロック 
「日出坂と物言地蔵」伝説地 No.31ブロック 
丁子淵（てこぶち）「丁子源蔵と丁子淵」伝説地（藍本） No.31ブロック 
＊現在この淵は無くなっている 

酒滴（さかたれ）神社＜酒垂ともいう＞「酒滴の霊水」伝説地、丹波杜氏と旧街道、 
石鳥居の伝説地 No.31ブロック 
堀相模守居館跡、「堀相模守と小判千枚の守り塚」伝説地（藍本） No.28ブロック 
「お鶴としじみ貝」伝説地 No.30ブロック 
駒宇佐八幡神社「白馬空を行く」伝説地（大音所） No.29ブロック 
「正明寺の秘仏」伝説地 No.25ブロック 
井ノ草天満宮 No.25ブロック 
「長坂新町」「松ノ坂の甚五郎ぎつね」 No.25ブロック 
母子大池サイホン橋と開拓地 No.24ブロック 
「嫁ヶ淵」伝説地 No.22ブロック 
「行基さんの杖あと」伝説地（三田市川除行基堂） No.21ブロック 
御霊神社（三田市貴志） No.21ブロック 
「夜なき石」の伝説地（三田市貴志） No.21ブロック 
千苅ダム（神戸市） No.16､17ブロック 
武田尾温泉（西宮市、宝塚市） No.14ブロック 
桜の園「亦楽山荘」（宝塚市） No.13ブロック 
福知山線廃線跡（トンネル、鉄橋など） No.13ブロック 
溝瀧（雄滝、雌滝 峡谷最大の滝） No.12ブロック 
「十次郎ヶ淵」（鯰が淵伝説地） No.12ブロック 
十国の瀬、清水ガ淵、溝滝、百畳岩、山麓斜面の天狗岩等の渓谷美 No.12ブロック 
高座岩（伝説地）、人面岩、姉さん岩、キンヌキ淵、オリトの瀬などの 
貴重な自然環境とすばらしい渓谷美 No.11ブロック 

漆ヶ淵、「米ヶ淵」伝説地 No.11ブロック 
「木之元の火伏地蔵」伝説地 No.11ブロック 
「琴鳴山」伝説地 No.11ブロック 
「武庫川の石ころ」伝説地 No.10ブロック 
ウヰルキンソン炭酸跡（西宮市） No.10ブロック 
見返り岩と丁字ヶ滝（宝塚市） No. 9ブロック 
蓬莱橋跡（宝来橋） No. 9ブロック 
迎宝橋跡 No. 9ブロック 
宝塚温泉と宝塚歌劇 No. 9ブロック 
手塚治虫記念館（宝塚市） No. 9ブロック 
川面井堰 No. 8ブロック 
逆瀬川砂防 No. 8ブロック 
伊孑志の渡し跡 No. 8ブロック 
「人取り川」伝説地（伊孑志） No. 8ブロック 
百間樋（西宮市） No. 7ブロック 
六樋（尼崎市） No. 6ブロック 
旧西国街道と髭の渡し跡 No. 6ブロック 
徳本上人碑（尼崎市） No. 5ブロック 
日野神社の社叢（西宮市） No. 5ブロック 
枝川跡 No. 4ブロック 
守部の渡し跡 No. 4ブロック 
「雉ヶ坂」の伝説地（尼崎市） No. 3ブロック 
西新田の渡し跡 No. 3ブロック 
岡太神社（西宮市） No. 3ブロック 
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第Ⅶ章 4(3)の 2) 添付資料 

  武庫川「川まち交流拠点」整備イメージ図 

鉄道

道路 

ハイキング道 

散策道、緑道、水路
市街地 

歴史文化資源 

市街地

市街地 

道路 

鉄道 

田園の拠点 

田園地帯 

山と自然の拠点 

まちの拠点 

まちの拠点 

河口 

上流域 

中流域 

下流域 

自然、山岳地帯

上流域

下流域

中流域

氾濫域
防災ＳＴ 


